
中央社会保険医療協議会 総会 （第78回） 議事次第  

平成17年12月21日（水）  

東海大学校友会館  

「阿蘇一朝日の間」（33階）  

○ 臨床検査の保険適用について  

○ 医療機器の保険適用について  

○ 先進医療専門家会議の検討結果について  

○ 高度先進医療について  

○ 平成16年度診療報酬改定の結果の検証について  

○ 平成18年度診療報酬改定について   





保険適用希望のあった新規の検査項目の概要  

区分E3（新項目）（測定項目が新しい品目）  
○ベントシジン  

測定内容：ベントシジンは蛋白の非酵素的糖化反応での生成物の一つで、   

腎機能の低下により血中濃度が上昇する。ベントシジンを測定すること   

により、腎機能を評価することができる。  

但し、ベントシジン濃度は血糖値の影響を受ける可能性があるため、   

糖尿病患者は測定対象外とされる。  

対象疾患：慢性糸球体腎炎、腎硬化症 等  

E LISA法   
ベントシジンに、酵素標識抗体と発色剤を加え、吸光度の測定により  
ペントシジン量を測定する方法。  

○結核菌特異蛋白刺激性遊離インターフェロンーγ測定  

N   

測定内容：結核菌特異蛋白刺激性遊離インターフェロンーγ測定は、患者   

の血液と結核菌特異抗原を体外で混合し、患者のTリンパ球により産生   

されるインターフェロンーγをEIA法により測定するもの。結核感染   

者では結核菌に対する細胞性免疫が冗進しているため、特異抗原に対し   

てインターフェロンーγが産生される。そのため、この方法によリイン   

ターフェロンーγを測定することにより、結核感染の有無を診断するこ   

とができる。   

従来結核感染の診断に用いられてきたツベルクリン反応では、BCG  
接種に使用される結核菌にも反応するため判定が不正確であるほか、判  

定が主観的、2日後に再度診察する必要がある等の問題があったが、本  
検査ではBCG接種の影響を受けず、客観的に診断ができ 、1度の採血  
により診断ができる。  

対象：結核感染の疑われる患者  

EIA法   

結核菌特異抗原混合後の血渠に、発色性の化学物質を結合させた抗ヒ  

トインターフェロンーγ抗体を加え、吸光度の測定によリインターフェ  

ロンーγ量を測定する方法。  



体外診断用医薬品の保険適用上の区分  

・El（既 存）測定項目、測定項目とも既存の品目  

・E2（新方法）測定項目は新しくないが、測定方法が新しい品目  
例：糞便中ヘリコバクター・ピロリ抗原   

巨蛤法により測定した場合に限り算定  

1   

巨鰯法により測定した場合に限り算定  

することとして、測定方法を追加  

（新項目）測定項目が新しい品目  3
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例：シスタテンC精密測定   

検査料については、且 こマイクログ中ブリン（βrm）精密測定  
追
 
 

に準じて算定することとして、測定項目を  

⑤  




